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第２章 本市の教育の現状 
１ 人口 

 

（１）総人口の推移 

  ■年齢３区分別人口の推移 

総人口の推移をみると、年々減少しており、平成 27 年には 60,294人となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ■年齢３区分別人口割合の推移 

年齢３区分別人口割合の推移をみると、０～14 歳人口、15～64 歳人口割合は年々低下傾

向にありますが、65歳以上人口割合については年々上昇傾向にあり、今後も高齢者人口の増

加が予測されます。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳・外国人含む（各年３月末） 

 

7,471 7,342 7,213 7,123 6,927 

38,470 37,842 37,211 
36,047 35,056 

16,196 
16,444 17,111 

17,813 

18,311 

62,137 61,628 61,535 60,983 60,294 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

０-14歳人口 15-64歳人口 65歳以上人口

（人）

資料：住民基本台帳・外国人含む（各年３月末） 

 



 

第二期鳴門市教育振興計画 

8 

 
 

 

 

（２）総人口の推計 

  ■年齢３区分別人口の推計 

総人口の推計をみると、平成 28 年以降、年々減少傾向にあり、平成 37 年には 54,151 人

となっています。年齢３区分別にみると、０-14 歳人口、15-64 歳人口は減少傾向に、65 歳

以上人口は増加傾向にあり、今後も少子高齢化の進行が予測されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  ■０歳から５歳（就学前）の人口推計 

０歳から５歳の就学前人口の推計をみると、平成 28 年の 2,507 人から平成 37 年の 2,073

人まで 434人減少すると予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 27年実績…住民基本台帳・外国人含む（各年３月末） 

平成 28年～平成 37年推計…コーホート変化率法により算出 

資料： 平成 23年～平成 27年 住民基本台帳・外国人含む（各年３月末）に 

基づき、コーホート変化率法により算出 

6,927 6,759 6,601 6,442 6,352 6,237 6,114 6,028 5,896 5,784 5,713 

35,056 34,279 33,618 32,988 32,399 31,852 31,369 30,828 30,442 29,975 29,498 

18,311 
18,722 18,977 19,192 

19,279 19,314 19,295 19,268 19,125 19,019 18,940 

60,294 59,760 59,196 58,622 58,030 57,403 56,778 56,124 55,463 54,778 54,151 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年

０-14歳人口 15-64歳人口 65歳以上人口

（人）

実績 推計⇒

382 
375 368 360 352 344 334 325 315 307 

399 399 392 384 377 368 359 349 340 344 

412 399 400 393 
385 

377 
369 

360 
349 347 

455 
413 401 

401 
394 

386 

378 370 
361 353 

412 
449 

407 
395 

395 
388

380
373

364
360

447 
413 

451 

408 
396 

396
389

381

374
362

2,507 

2,448 
2,419 

2,341 
2,299 

2,259 

2,209 

2,158 

2,103 
2,073 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

（人）
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  ■６歳から 11 歳（小学校）の人口推計 

６歳から 11 歳の小学校児童数の推計をみると、平成 28 年の 2,700 人から平成 37 年の

2,329 人まで 371 人減少すると予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■12 歳から 14 歳（中学校）の人口推計 

12 歳から 14 歳の中学校生徒数の推計をみると、平成 28 年の 1,552 人から平成 37 年の

1,311 人まで 241 人減少すると予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

463 479 478 
431 

470 
437 415 

446 
412 

448 

544 
466 481 

480 
433 

472 

439 
417 

448 
414 

545 

543 
465 

481 479 
433 

472 439 
416 

449 

1,552 

1,488 

1,424 

1,392 1,382 

1,342 
1,326 

1,302 
1,276 

1,311 

0

500

1,000

1,500

2,000

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年

12歳 13歳 14歳

（人）

資料： 平成 23年～平成 27年 住民基本台帳・外国人含む（各年３月末）に 

基づき、コーホート変化率法により算出 

413 444 409 447 
404 393 393 386 378 373 

436 413 444 
410 

448 
405 393 394 387 376 

466 433 411 
442 

408 
445 

403 391 391 385 

429 467 
435 

413 
444 

410 

447 
404 

393 
393 

477 430
469 437

414
445

411
449

406
394

479
478

431 470
438

415
446

412

450

408

2,700 
2,665 

2,599 
2,619 

2,556 
2,513 

2,493 

2,436 
2,405 

2,329 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年

６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳

（人）

資料： 平成 23年～平成 27年 住民基本台帳・外国人含む（各年３月末）に 

基づき、コーホート変化率法により算出 
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  ■０歳から 14 歳の人口推計 

０歳から 14歳の人口推計をみると、平成 28 年の 6,759 人から平成 37 年の 5,713人まで

1,046人減少すると予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料： 平成 23年～平成 27年 住民基本台帳・外国人含む（各年３月末）に 

基づき、コーホート変化率法により算出 

2,507 
2,448 2,419 2,341 2,299 2,259 2,209 2,158 2,103 2,073 

2,700 
2,665 

2,599 
2,619 

2,556 
2,513 

2,493 
2,436 

2,405 
2,329 

1,552 

1,488 

1,424 
1,392 

1,382 
1,342 

1,326 

1,302 
1,276 

1,311 

6,759 

6,601 

6,442 
6,352 

6,237 

6,114 
6,028 

5,896 

5,784 
5,713 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年

０-５歳 ６-11歳 12-14歳

（人）
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２ 学校教育 

 

（１）教育施設及び保育所の状況 

 

教育施設及び保育所の状況をみると、平成 27 年５月時点で、中学校６校（うち、１校は分

校）、小学校 17校（うち、３校は休校中）、幼稚園 18園（うち、４園は休園中）、認定こども

園１園、保育所 21 か所（うち、２か所は休所中）が設置されています。 

 

  ■中学校区別の教育施設及び保育所の状況（平成 27 年５月１日現在） 

    

【第一中学校区】・・・撫養町川西地区、大津町、瀬戸町の一部、大麻町の一部  

第一中学校区の状況をみると、生徒数 657 人、児童数 1,937 人となっており、全中学校区

のなかでもっとも児童生徒数が多くなっています。それに比例して、全中学校区のなかでも

っとも教育施設数及び保育所数も多く、中学校１校、小学校５校、幼稚園６園、保育所８か

所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第二中学校区】・・・撫養町川東地区、里浦町  

第二中学校区の状況をみると、生徒数 329 人、児童数 800 人となっています。また、教育

施設数及び保育所数は中学校１校、小学校２校、幼稚園２園、保育所４か所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市教育委員会、子どもいきいき課 

資料：鳴門市教育委員会、子どもいきいき課 

（人）

第一中学校 657 撫養小学校 284 撫養幼稚園 65 中央保育所（公） 45

合計 657 黒崎小学校 125 黒崎幼稚園 39 正興寺保育園 47

桑島小学校 185 桑島幼稚園 49 うずしお保育園 95

第一小学校 381 第一幼稚園 98 桑島保育所 62

大津西小学校 139 大津西幼稚園 37 木津さくらんぼ保育園 38

合計 1,114 聖母幼稚園（私） 121 矢倉保育園 60

合計 409 矢倉乳児保育園 14

すみれ保育園 53

合計 414

中学校 小学校 幼稚園・認定こども園 保育所

（人）

第二中学校 329 林崎小学校 334 精華幼稚園 100 林崎保育所（公） 56

合計 329 里浦小学校 132 里浦幼稚園 48 つくし保育所 51

合計 466 合計 148 岡崎保育所 42

里浦ちどり保育所 37

合計 186

中学校 小学校 幼稚園・認定こども園 保育所
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【鳴門中学校区】・・・鳴門町  

鳴門中学校区の状況をみると、生徒数 175 人、児童数 560 人となっています。また、教育

施設数及び保育所数は中学校１校、小学校２校、幼稚園２園、保育所１か所となっています。 

 

 

 

 

 

 

【瀬戸中学校区】・・・瀬戸町（一部を除く）、北灘町  

瀬戸中学校区の状況をみると、生徒数 109 人、児童数 345 人となっています。また、教育

施設数及び保育所数は中学校１校、小学校５校（うち、３校休校）、幼稚園５園（うち、４園

休園）、保育所３か所（うち、１か所休所）となっていますが、特に北灘町において、教育施

設・保育所の休校（園・所）が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大麻中学校区（広塚分校含む）】・・・大麻町（一部を除く） 

大麻中学校区の状況をみると、生徒数 275 人、児童数 805 人となっており、児童数は全中

学校区のなかで２番目に多くなっています。また、教育施設数及び保育所数は中学校２校（広

塚分校含む）、小学校３校、幼稚園３園、認定こども園１園、保育所５か所（うち、１か所休

所）となっており、全中学校区で唯一認定こども園が設置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市教育委員会、子どもいきいき課 

資料：鳴門市教育委員会、子どもいきいき課 

資料：鳴門市教育委員会、子どもいきいき課 

（人）

保育所

鳴門中学校 175 鳴門西小学校 362 成稔幼稚園 93 いずみ保育園 65

合計 175 鳴門東小学校 34 鳴門東幼稚園 6 合計 65

合計 396 合計 99

中学校 小学校 幼稚園・認定こども園

（人）

中学校 保育所

瀬戸中学校 109 明神小学校 221 明神幼稚園 48 明神善隣館保育所 54

合計 109 瀬戸小学校 13 瀬戸保育所（公） 9

長寿寺保育園（休所） ―

合計 63

合計 234

合計 48

―

―

北灘東小学校

（休校）

―

北灘東幼稚園

（休園）

―

北灘西小学校

（休校）

―

北灘西幼稚園

（休園）

小学校 幼稚園・認定こども園

島田小学校

（休校）

―

―

瀬戸幼稚園

（休園）

島田幼稚園

（休園）

（人）

中学校 保育所

大麻中学校 269 堀江北小学校 156 堀江北幼稚園 31 みどり保育所（公） 15

堀江南小学校 58 堀江南幼稚園 14 すくすく保育園 62

板東小学校 280 板東幼稚園 80 板東ゆたか保育園 57

合計 275 合計 494 板東みやま保育園 36

合計 141

合計 170

―

6

大麻中学校

広塚分校

16

認定こども園

すくすく
市場乳児保育所（公）

（休所）

小学校 幼稚園・認定こども園
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  ■小学校別の状況（平成 27 年５月１日現在） 

小学校別の状況をみると、第一小学校が 381 人ともっとも児童数が多く、次いで鳴門西小

学校が 362 人となっています。もっとも児童数が少ないのは瀬戸小学校で 13 人となってい

ます。学級数は林崎小学校、鳴門西小学校が 16学級と多くなっており、もっとも少ない瀬戸

小学校が４学級となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■男女別児童数の推移 

児童数の推移をみると、年々減少しており、平成 27 年には 2,704人となっています。男女

別にみると、男子児童が平成 23年の 1,559 人から平成 27年の 1,393人まで 166人減少して

おり、女子児童が平成 23 年の 1,511 人から平成 27 年の 1,311 人まで 200 人減少していま

す。過去５年においては、女子児童の減少率が男子児童より高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市教育委員会 

資料：鳴門市教育委員会 

児童数

（人）

学級数

（学級）

児童数

（人）

学級数

（学級）

児童数

（人）

学級数

（学級）

撫養小学校 274 12 10 2 284 14 22

黒崎小学校 112 6 13 2 125 8 13

桑島小学校 178 7 7 2 185 9 16

林崎小学校 318 12 16 4 334 16 24

里浦町 里浦小学校 127 6 5 3 132 9 16

鳴門西小学校 343 12 19 4 362 16 27

鳴門東小学校 33 4 1 1 34 5 9

明神小学校 213 9 8 2 221 11 20

瀬戸小学校 12 3 1 1 13 4 9

島田小学校（休校） ― ― ― ― ― ― ―

第一小学校 373 12 8 3 381 15 29

大津西小学校 135 6 4 3 139 9 14

北灘東小学校（休校） ― ― ― ― ― ― ―

北灘西小学校（休校） ― ― ― ― ― ― ―

堀江北小学校 147 6 9 4 156 10 15

堀江南小学校 55 6 3 2 58 8 12

板東小学校 271 12 9 2 280 14 23

合計 2,591 113 113 35 2,704 148 249

標準学級

中学校区 小学校

教員数

（人）

特別支援学級 合計

撫養町

大麻町

北灘町

大津町

瀬戸町

鳴門町

1,559 
1,548 1,498 1,461 

1,393 

1,511 
1,449 

1,383 
1,355 

1,311 

3,070 
2,997 

2,881 
2,816 

2,704 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

男子児童 女子児童

（人）
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  ■小学校別児童数の推移 

小学校別児童数の推移をみると、大半の小学校が減少傾向にあるなかで、鳴門西小学校と

明神小学校は児童数が増加しています。林崎小学校は減少数がもっとも多く、平成 23 年の

415 人から平成 27 年の 334人まで 81 人減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

303 

315 
307 

300 

284 

131 
126 125 127 125 

219 217 220 
209 

185 

450

426

412

397

381

151
161

150 147
139

0

100

200

300

400

500

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

撫養小学校 黒崎小学校 桑島小学校

第一小学校 大津西小学校

（人）

415 

403 

381 

341 

334 

164 160 
149 

141 
132 

329 
336 

344 

355 362 

63
54 51

36 34

197 197
187

195

221

27 23 21 17 13

0

100

200

300

400

500

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

林崎小学校 里浦小学校 鳴門西小学校

鳴門東小学校 明神小学校 瀬戸小学校

（人）

資料：鳴門市教育委員会 

37 36 34 

30 

0 

16 17 
12 11 

0 

162 
154 

149 152 
156 

77 74
68

60 58

322

298

271

298

280

0

100

200

300

400

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

北灘東小学校（平成27年度より休校） 北灘西小学校（平成27年度より休校）

堀江北小学校 堀江南小学校

板東小学校

（人）
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  ■中学校別の状況（平成 27 年５月１日現在） 

中学校別の状況をみると、第一中学校が 657 人ともっとも生徒数が多く、次いで第二中学

校が 329 人となっています。もっとも生徒数が少ないのは、広塚分校を除くと瀬戸中学校で

109 人となっています。学級数は第一中学校が 23学級ともっとも多くなっており、もっとも

少ない瀬戸中学校（広塚分校除く）が７学級となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■男女別生徒数の推移 

生徒数の推移をみると、微増した年もありますが全体としては減少傾向にあり、平成 27年

には 1,545 人となっています。男女別にみると、男子生徒は平成 23年の 796人から平成 27

年の 807 人に 11 人増加しています。女子生徒は平成 23年の 812 人から平成 27 年の 738 人

まで 74 人減少しています。過去５年においては、男子生徒は微増微減しながらも増加傾向

にありましたが、女子生徒の減少数が上回ったため、全体として減少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市教育委員会 

資料：鳴門市教育委員会 

生徒数

（人）

学級数

（学級）

生徒数

（人）

学級数

（学級）

生徒数

（人）

学級数

（学級）

第一中学校 637 19 20 4 657 23 48

第二中学校 322 10 7 2 329 12 26

鳴門中学校 171 6 4 3 175 9 21

瀬戸中学校 105 5 4 2 109 7 15

大麻中学校 260 9 9 2 269 11 24

大麻中学校広塚分校 6 2 ― ― 6 2 6

合計 1,501 51 44 13 1,545 64 140

中学校

標準学級 特別支援学級 合計

教員数

（人）

796 805 778 798 807 

812 781 
769 763 738 

1,608 
1,586 

1,547 1,561 1,545 

0

500

1,000

1,500

2,000

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

男子生徒 女子生徒

（人）
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  ■中学校別生徒数の推移 

中学校別生徒数の推移をみると、第二中学校は平成 24年以降、年々増加しています。鳴門

中学校も平成 26年まで増加していましたが、平成 27 年は微減しています。瀬戸中学校はほ

ぼ横ばいとなっており、大麻中学校は平成 25 年以降、減少傾向にあります。もっとも生徒数

の多い第一中学校は、平成 23 年から平成 26年にかけて 103 人減少しましたが、平成 27 年

は微増しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市教育委員会 

754 

721 

676 

651 657 

301 301 304 

325 329 

156 
158 

160 182 
175 

103 106 100 108 109

19
7 3 0 0

275

293
304

295

275

0

200

400

600

800

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

第一中学校 第二中学校

鳴門中学校 瀬戸中学校

北灘中学校（平成26年3月閉校） 大麻中学校（広塚分校含む）

（人）
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  ■幼稚園別の状況（平成 27 年５月１日現在） 

幼稚園別の状況をみると、公立においては、精華幼稚園がもっとも園児数が多く、100 人

となっています。私立をあわせると、聖母幼稚園がもっとも園児数が多く、121 人となって

います。もっとも園児数が少ないのは、鳴門東幼稚園で６人となっています。 

教員数は精華幼稚園が 11 人ともっとも多くなっており、鳴門東幼稚園、堀江南幼稚園が

もっとも少なく２人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■男女別園児数の推移 

園児数の推移をみると、微増した年もありますが全体としては減少傾向にあり、平成 27年

には 845 人となっています。男女別にみると、男子園児は平成 23年の 486人から平成 27年

の 442 人まで 44人減少しており、女子園児は平成 23年の 422 人から平成 27 年の 403人ま

で 19 人減少しています。過去５年においては、男子園児の減少率が女子園児より高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市教育委員会 

資料：鳴門市教育委員会 

486 
470 476 

452 442 

422 
432 

445 

425 
403 

908 902 
921 

877 

845 

0

200

400

600

800

1,000

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

男子園児 女子園児

（人）

撫養幼稚園 65 4 9

黒崎幼稚園 39 2 6

桑島幼稚園 49 2 7

第一幼稚園 98 4 10

大津西幼稚園 37 2 4

聖母幼稚園（私） 121 5 10

精華幼稚園 100 4 11

里浦幼稚園 48 2 6

成稔幼稚園 93 4 10

鳴門東幼稚園 6 1 2

明神幼稚園 48 2 6

瀬戸幼稚園（休園） ― ― ―

島田幼稚園（休園） － ― ―

北灘東幼稚園（休園） － ― ―

北灘西幼稚園（休園） － ― ―

堀江北幼稚園 31 2 5

堀江南幼稚園 14 1 2

板東幼稚園 80 4 9

認定こども園すくすく 16 3 4

合計 845 42 101

幼稚園

認定こども園

教員数

（人）

鳴門中学校区

瀬戸中学校区

園児数

（人）

大麻中学校区

学級数

（学級）

第二中学校区

中学校区

第一中学校区
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  ■幼稚園別園児数の推移 

幼稚園別園児数の推移をみると、大半の幼稚園が減少傾向にあるなかで、大津西幼稚園、

精華幼稚園、里浦幼稚園、板東幼稚園は園児数が増加傾向にあります。第一幼稚園は減少数

がもっとも多く、平成 23年の 123人から平成 27 年の 98人まで 25 人減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市教育委員会 

86 
83 

84 

72 

65 

40 
42 

34 

39 39 

47 

57 55 

53 

49 

123

112

97 98 98

30
27

39
42

37

134 134

146

139

121

0

50

100

150

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

撫養幼稚園 黒崎幼稚園 桑島幼稚園

第一幼稚園 大津西幼稚園 聖母幼稚園（私）

（人）

93 95 

101 

106 

100 

39 
37 

40 40 

48 

107 
110 

119 

93 93 

11 10
7 7 6

60

47

57
60

48

4 4 3
0 00

50

100

150

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

精華幼稚園 里浦幼稚園

成稔幼稚園 鳴門東幼稚園

明神幼稚園 瀬戸幼稚園（平成26年度より休園）

（人）

10 

7 

2 
0 0 

4 
3 

4 
3 

0 

29 

37 
39 39 

31 

15

16

20

13
14

72

81

74
73

80

0

50

100

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

北灘東幼稚園（平成26年度より休園） 北灘西幼稚園（平成27年度より休園）

堀江北幼稚園 堀江南幼稚園

板東幼稚園

（人）
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（２）学力 

  ■小学生の平成 27 年度全国学力調査結果（県） 

県における小学生の平成 27 年度全国学力調査平均正答率をみると、国語Ａ、算数Ａ、理科

ＡＢにおいて全国平均を下回っています。活用力を測るＢでは、国語、算数ともに全国平均

を上回っています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■中学生の平成 27 年度全国学力調査結果（県） 

県における中学生の平成 27 年度全国学力調査平均正答率をみると、数学Ａは全国平均を

1.0 点上回っています。その他は全国平均を下回っており、国語Ａは 0.1 点、国語Ｂは 1.5

点、数学Ｂは 1.7点、理科ＡＢは 0.6 点の差がついています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市教育委員会 

※Ａは主に知識をみる問題、Ｂは主に活用力を測る問題 

資料：鳴門市教育委員会 

※Ａは主に知識をみる問題、Ｂは主に活用力を測る問題 

68.5

66.1

74.6

45.5

59.7

70.0

65.4

75.2

45.0

60.8

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

国語A 国語B 算数A 算数B 理科AB

徳島県平均正答率 全国平均正答率

（点）

75.7

64.3

65.4

39.9

52.4

75.8

65.8

64.4

41.6

53.0

35.0

45.0

55.0

65.0

75.0

国語A 国語B 数学A 数学B 理科AB

徳島県平均正答率 全国平均正答率

（点）



 

第二期鳴門市教育振興計画 

20 

 
 

 

  ■小学生の平成 27 年度全国学力調査結果の概要（本市） 

平成 27 年４月 21日に、６年生 436人を対象に実施しました。国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂは、

国や県の平均正答率を上回っており、理科は、国には及びませんでしたが、県の平均正答率

は上回っています。国語Ａは、国や県の平均正答率を下回っています。 

 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 

本市と国との比較 △ ○ ○ ○ △ 

本市と県との比較 △ ○ ○ ○ ○ 

全国平均を 

上回った領域 

― 

「書くこと」 

「読むこと」 

「数と計算」 

「量と測定」 

「図形」 

「数量関係」 

「量と測定」 

「図形」 

「数量関係」 

「物質」 

「エネルギー」 

○印は本市の平均正答率が比較対象の平均よりも高いことを示しています。 

△印は本市の平均正答率が比較対象の平均よりも低いことを示しています。 

 

  ■中学生の平成 27 年度全国学力調査結果の概要（本市） 

平成 27 年４月 21日に、３年生 504人を対象に実施しました。各テストとも、国や県の平

均正答率を下回っています。また、国や県と比べ、無回答率が高い傾向にありました。 

 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 

本市と国との比較 △ △ △ △ △ 

本市と県との比較 △ △ △ △ △ 

全国平均を 

上回った領域 

―  「数と式」   

○印は本市の平均正答率が比較対象の平均よりも高いことを示しています。 

△印は本市の平均正答率が比較対象の平均よりも低いことを示しています。 

 

  ■全国学力調査結果の推移（県） 

全国平均正答率を０とした場合の、県の平均正答率の推移をみると、小学生は平成 22 年

度以降年々低下し、平成 26 年度には-3.6 点となっています。中学生は年度によって上下し

ていますが、平成 26年度には低下し、-0.8点となっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-2.9

0.1

0.6

0.6

-0.7

-0.8

-3.6

1.3
1.1

-0.2

0.6

-1.7

0.0

-0.8

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

小学生 中学生

（点）

資料：徳島県学力向上・授業改善調査検討委員会（報告書） 

※平成 23年度は震災の影響等のため中止 

資料：鳴門市教育委員会 

資料：鳴門市教育委員会 
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（３）体力 

  ■小学生の平成 26 年度全国体力・運動能力調査結果 

小学校５年生の平成 26年度全国体力・運動能力調査結果をみると、男子・女子ともに国及

び県の平均を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■中学生の平成 26 年度全国体力・運動能力調査結果 

中学校２年生の平成 26年度全国体力・運動能力調査結果をみると、男子・女子ともに国及

び県の平均を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：鳴門市スポーツ推進計画 

資料：鳴門市スポーツ推進計画 

54.46 

56.28 

53.91 

55.01 

53.24 

54.88 

45.00

50.00

55.00

60.00

男子（小学校５年生） 女子（小学校５年生）

本市 国平均 県平均

（点）

44.32 

50.37 

41.74 

48.66 

41.47 

47.36 

35.00

40.00

45.00

50.00

55.00

男子（中学校２年生） 女子（中学校２年生）

本市 国平均 県平均

（点）
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３ 現状を踏まえた課題 

 

現状調査やアンケート調査、教育関係者へのヒアリング等を踏まえた、本市における課題は

次のとおりです。 

 

（１）人口減少・少子高齢化社会における教育 

 

本市においては、平成 27 年の０～14歳人口が 6,927 人となっており、平成 23年の 7,471

人と比べると、544人減少しています。一方、平成 27 年の 65歳以上は 18,311 人となってお

り、平成 23 年の 16,196 人と比べると 2,115 人増加しています。この少子高齢化の傾向は、

しばらく続くものと想定されます。 

今後は、少ない子どもを地域の将来を担うかけがえのない存在として大切に育てるととも

に、子どもの数が減少することを想定した学校や幼稚園のあり方について引き続き検討して

いく必要があります。 

    増加する高齢者に対しては、これまでの経験や能力を生かし、地域教育を支える貴重な人

材として活躍していただける場を提供するとともに、生涯学習やボランティア活動への関心

の高まりを生かした取組が求められます。 

 

（２）学力向上への取組 

 

我が国の子どもたちの学力は、国際的な比較においては成績上位にありますが、平成 27年

度全国学力調査の本市の平均正答率は、国・県の平均正答率を下回っている教科があり、判

断力や表現力、学習意欲、学習習慣の点で課題がみられます。 

また、自然体験・生活体験等、子どもたちの学びを支える体験が不足し、人やものと関わ

る力が低下しているなどの課題も明らかになっています。本市でも、小中学校教育において、

基礎的な学力を身に付けることや、子ども自らが考え主体的に判断する学習が求められる一

方、子どもの教育・能力向上のために習い事をさせる保護者も多く、学力向上への関心も高

いことから、より一層の学力向上への取組が求められます。 

 

（３）学校週 5 日制後の学校、家庭、地域での取組 

 

学校週５日制は、学校、家庭、地域の役割を明確にし、それぞれが協力して豊かな社会体

験や自然体験等の様々な活動の機会を子どもたちに提供し、自ら学び自ら考える力や豊かな

人間性等の「生きる力」を育むことをねらいとして実施されました。 

    しかし、本市においては、子どもが土曜日を含めた休日に有意義な活動を行っているとい

う実感が得られているとはいえず、学校や家庭、地域で学校週５日制がめざす「生きる力」

を育むという原点に立ちかえった取組が求められます。 
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（４）グローバル化

(注１)

、価値観の多様化、家庭や地域の変化への対応 

 

グローバル化に代表される近年の社会構造の変化や、保護者の価値観の多様化、家庭や地

域の変化に伴い、学校教育に対する要請が多様で高度なものとなっています。 

子どもの個性や能力を重視した教育の実現、国際人材としての活躍や一人ひとりの社会的、

職業的自立に向けたキャリア教育

(注２)

、不登校や特別な配慮を必要とする児童生徒に対する

きめ細かな指導の充実等、社会の変化に柔軟に対応しながら、さらに学校教育の質を高めて

いく必要があります。 

 

（５）家庭や地域を取り巻く環境変化への対応 

 

家庭は、子どもたちの健やかな育ちの基盤であり、すべての教育の出発点です。しかし、

地域とのつながりの希薄化や、親が身近な人から子育てを学ぶ機会の減少等、子育てや家庭

教育を支える地域環境が大きく変化しています。 

本市でも、他人に干渉しない風潮があることや、近所の人同士が顔を合わせる機会が少な

くなっていること等から、家庭と地域の関わり合いが弱くなっていると考える方が増えると

ともに、家庭の教育力の低下が指摘されています。 

さらに、地域から孤立した家庭や不安定雇用に起因する貧困家庭の増加により、家庭での

教育が困難な事例や、子どもの健康や教育を受ける権利が脅かされるといった事例もみられ

ることから、今後は教育だけではなく、福祉や医療、雇用等、様々な部門が連携した家庭支

援が必要です。 

 

（６）危機的な状況への対応 

 

東日本大震災の被害を目の当たりにし、かけがえのない命を守るため、学校施設の耐震化

をはじめ、学校と家庭、地域が連携して災害の内容や規模に応じた避難訓練を行うなど、そ

れぞれの地域の実情に即した防災対策が進められました。 

今後は、東南海・南海地震をはじめとした自然災害や様々な危機的状況に備え、学校、家

庭、地域が連携した取組を継続していくことにより、危機対応力を強化していく必要があり

ます。 

 

（７）情報通信機器の急速な普及への対応 

 

携帯電話やスマートフォンの普及により、子どもの安否確認が容易になるとともに、イン

ターネットや情報通信機器の利用による学習効果が期待されています。 

その一方で、情報通信機器を介した子ども同士のコミュニケーションのあり方が変容する

なかで、大人の目の届かない所で、人間関係のもつれや、いじめ、事件や事故に巻き込まれ

る可能性の増加等の問題が指摘されています。 

このため、子どもたちが情報通信機器を適切に使用する能力を養うとともに、情報通信機

器を使用するうえでどのような危険があるのかを教え、学校、家庭、地域での使用ルールづ

くりとその徹底を行っていく必要があります。 
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（８）人権の尊重と道徳心、公共心の育成 

 

同和問題をはじめ、女性、子ども、高齢者、障がい者等に対する偏見や差別は、今なお様々

な形態で存在しており、市民一人ひとりの基本的人権が尊重されるよう、今後も継続した取

組が求められます。 

学校におけるいじめや不登校については、子どもの生命や人格形成に関わる重大な問題で

あり、未然防止と早期対応が必要です。 

また、地域と家庭の関わり合いの薄れ、保護者以外の大人に接する機会の減少等を背景と

し、子どもが、思いやりやがまん強さに欠ける、あいさつができない、決まりが守れないな

ど、本市でも子どもの道徳心や公共心が低下していると感じる方が増えています。 

今後は子どもの道徳心や公共心育成について、家庭や学校での教育を確実にするとともに、

子どもと地域の関わりを増やすこと等が求められます。 

 

（９）食や健康、運動・スポーツ志向の高まりへの対応 

 

ライフスタイルの多様化により、食を大切にする心や地域の優れた食文化が失われつつあ

ります。すべての人が心身の健康を確保し、生涯にわたっていきいきと暮らすことが望まれ

るなかで、特に子どもにおいては、心身の成長や人格の形成、生涯にわたって健全な心と体

を培い豊かな人間性を育んでいく基礎として、学校、家庭、地域が中心となった食育への取

組が求められています。 

また、健康志向の高まりにより、運動やスポーツへの関心が高まっており、心身の健全な

発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の獲得、スポーツを通じた人や地域間の交

流等、運動やスポーツを行うことによる様々な効果が期待されることから、すべての人が関

心や適性に応じて、生涯を通じて日常的に運動やスポーツに親しむ機会の確保が求められて

います。 

 

（10）地域の歴史や伝統文化の継承 

 

近年、板東俘虜収容所におけるドイツ人捕虜と市民の交流の歴史を伝える活動や、ベート

ーヴェン「第九」交響曲アジア初演の地としての取組、また、渦潮や四国霊場八十八か所の

世界遺産化への取組等、本市の歴史や文化を新たな地域資源として活用する取組が行われて

います。 

本市には、産業や歴史に根付いた魅力的な文化財や地域資源はもちろんのこと、大谷焼の

ように地域の自然や文化に培われた伝統工芸が引き継がれており、すべての人が地域の歴史

や伝統、文化について学ぶなかで、郷土を誇りに思う心の育成や新たな地域資源を掘り起こ

すきっかけとしていくことが期待されます。 

 

（注１)情報通信技術の進展、交通手段の発達による移動の容易化、市場の国際的な開放等により、人、物材、情

報の国際的移動が活性化して、様々な分野で「国境」の意義があいまいになるとともに、各国が相互に依

存し、他国や国際社会の動向を無視できなくなっている現象。 

（注２)一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア

発達を促す教育。 


